
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 石巻専修大学 
設置者名 学校法人専修大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

理工学部 

食環境学科 
夜 ・

通信 
14 0 15 29 

13 

 

生物科学科 
夜 ・

通信 
14 0 3 17  

機械工学科 
夜 ・

通信 
14 0 18 32  

情報電子工学科 
夜 ・

通信 
14 0 15 29  

経営学部 経営学科 
夜 ・

通信 
14 0 20 34 13  

人間学部 

人間文化学科 
夜 ・

通信 
16 0 12 28 

13 

 

人間教育学科 
夜 ・

通信 
14 0 20 34  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ上で公開【情報公開－IR 情報－実務経験のある教員による授業】 

（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/#002） 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 なし 

（困難である理由） 

 

  



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 石巻専修大学 
設置者名 学校法人専修大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページ上での公開 

（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/introduction/officer.html） 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 元 団体職員 

H30.11.3～ 

R3.11.2 

（３年） 

文書統括担当、キャ

リアデザインセンタ

ー担当、就職担当、募

金副担当 

非常勤 
現 弁護士 

現 学校法人(他法人)役員 

H30.11.3～ 

R3.11.2 

（３年） 

主に法務関係 

非常勤 
元 株式会社役員 

元 団体役員 

H30.11.3～ 

R3.11.2 

（３年） 

主に組織運営関係、

募金関係 

非常勤 
現 株式会社役員 

現 団体役員 

H30.11.3～ 

R3.11.2 

（３年） 

主に組織運営関係、

募金関係 

非常勤 
元 公務員 

元 株式会社役員 

H30.11.3～ 

R3.11.2 

（３年） 

主に総務関係、社会

連携関係 

非常勤 
元 公務員 

元 団体役員 

H30.11.3～ 

R3.11.2 

（３年） 

主に卒業生関係 

非常勤 現 団体役員 

H30.11.3～ 

R3.11.2 

（３年） 

主に国際関係、社会

連携関係 

（備考） 

 

 
  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 石巻専修大学 

設置者名 学校法人専修大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

（1）授業計画書（シラバスの作成過程） 

全学教務委員会及び FD 委員会で講義要項（シラバス）作成要領を決定し、教授会及び

大学院研究科委員会で確認し、全教員がシラバスの作成を行っている。作成要領には、授

業の概要、授業の方法、授業の内容、授業の計画、到達目標、成績評価等の記載例や留意

事項等を示している。各教員が作成したシラバスは、学部教務委員会で記載内容の点検（第

三者による点検）を行った後、Web システムにて学外にも公表している。 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき各学部･学科の授業科目

を編成し、当該年度に開講する授業科目については、全学及び学部教務委員会において計

画策定を行っている。 

年間の授業計画は、学事暦で定める実授業日数を踏まえ、年間の授業計画を立案し、学

修時間の確保している。 

 

（2）授業計画書の作成・公表時期 

作成要領に基づき、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）との整合性・一貫性を持たせたシラバスを作

成することとしている。特に、カリキュラムの中での授業科目の位置づけを履修系統図と

関連させて記載し、科目間の体系的な学習の指針としている。また、学習の到達目標、準

備学習、事後学習を記載し、学生が目的意識をもって学習する具体的なイメージを持たせ、

各教員のオフィスアワーに関する内容を記載し、学生の個別相談や指導に応じている。実

務経験のある教員等による授業科目については、項目を設けて記載している。なお、公表

時期は当該年度の４月とし、過去５年間のシラバスも閲覧できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画書の公表

方法 

Web 講義要項（シラバス）システム上にて公開 

https://isyllabus.acc.senshu-u.ac.jp/syllsenshu/top.do 



２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
学則で定めた成績評価及び単位付与は、授業科目のシラバスに基づき、授業への貢献度・

試験・レポート・小テスト等によって、学生の学習状況を踏まえた総合的な評価を行って

いる。成績評価の結果は、年 2回、学生及び保護者に対して通知し、成績評価の透明性に

努めている。また、FD による授業評価アンケートによって、学生の学習状況や時間等の学

修行動について確認を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 
学則で定めている成績評価に基づき GPA 制度を設け、成績評価と GP 及び GPA 算出方法

については、学生便覧と本学ホームページで公表している。また、学生に対しては、年度

始めの教務ガイダンスで履修登録や履修中止等の手続き、成績評価と GPA 制度についての

学修支援に関する説明を行っている。 

GPA の客観的な指標については、学修成果の評価の方針（アセスメント・ポリシー）に

基づき、学部・学年毎の GPA を算出し、成績の分布状況の把握し、本学ホームページ上で

公開している。 

GPA 分布・科目毎の単位修得状況等を鑑みて、GPA の指標を設け、平均値及び分布をホ

ームページ上で公開し、個々の学生が学部・学年の中でどの位置にいるか確認できるよう

にし、学生の履修相談や学修支援にも活用している。 

 

(1)GPA の具体的な内容と算出方法 

成績評価は、100 点満点とし、60 点以上を合格としている。授業科目ごとの成績（評価

点）に応じてグレードポイント（GP）を付与し、１単位あたりの平均値（GPA）を算出して

いる。 

［GPA の算出方法］ 

① GP＝（評価点－55）／10 

 

（各学期に評価を受けた科目の GP×その科目の単位数）の合計 

② GPA＝―――――――――――――――――――――――――――――― 

各学期に評価を受けた科目の単位数の合計 

 

［成績評価の区分］ 

合否の判定 評価（評価点） 摘要 評点（GP） 

合 格 

Ｓ（90～100 点） きわめて優秀な水準に達している 3.5～4.5 

Ａ（80～89 点） 優れた水準に達している 2.5～3.4 

Ｂ（70～79 点） ねらい通りの水準に達している 1.5～2.4 

Ｃ（60～69 点） 合格に足る水準に達している 0.5～1.4 

不合格 Ｆ（ 0～59 点） 合格に足る水準に達していない 0 

 

(2)GPA に関する各種要件 

・GPA の算出対象となる科目は、卒業要件にかかわる科目とする。 

・小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示する。 

・履修を取消した科目については、GPA に算出しない。 

・不合格（F）の科目を再度履修した場合、成績の合否にかかわらず、GPA には最新の評価

が反映される。 

 

(3)GPA の適切な実施状況 

・GPA は、上記の算出方法により、前期終了後と後期終了後の年２回算出して、成績通知

書に表記して学生に通知している。 

 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ上で公開 

【情報公開－IR 情報－学修成果－成績評価値（GPA)】 
（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/#001） 



４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 
卒業の認定方針は、各学部・学科で定めている教育目的及び人材の養成を踏まえ、卒業

認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編成・実施の方針（カリキュ

ラム・ポリシー）と入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）との関連性を持た

せ策定を行っている。卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の公表につい

ては、学生便覧とホームページ上で公表している。 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で定めた学士力・資質・能力等は、

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）により授業科目との関連付け、履

修系統図・カリキュラムマップを作成し、学生に公表している。 

また、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の確認については、学修成

果の評価の方針（アセスメント・ポリシー）に基づき、学生生活アンケートや卒業時アン

ケートを実施して、内部質保証の観点から検証を行うこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページ上で公開 

（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/） 
  



様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 石巻専修大学 

設置者名 学校法人専修大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.senshu-u.ac.jp/about/corporation/profi

le.html#予算・決算 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.senshu-u.ac.jp/about/corporation/profi

le.html#予算・決算 

財産目録 
https://www.senshu-u.ac.jp/about/corporation/profi

le.html#予算・決算 

事業報告書 
https://www.senshu-u.ac.jp/about/corporation/profi

le.html#anchor03 

監事による監査報告（書） 
https://www.senshu-u.ac.jp/about/corporation/profi

le.html#anchor01 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：平成 31 年度事業計画 対象年度：2019 年度） 

公表方法：https://www.senshu-u.ac.jp/about/corporation/profile.html#anchor03 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページ 

（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/inspection.html） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページ 

（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/inspection.html） 

 

  



（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 理工学部・経営学部・人間学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 

（概要） 
【理工学部の目的】 

理工学部は、基礎科学から応用技術に至る総合的、体系的な教育を行い、人間社会の必要性に的確に

応えうる、健全な科学技術の創造性を備えた人材の育成を目的とする。 

【経営学部の目的】 

経営学部は、経営学を中心とした基礎理論及び幅広い専門知識を教授することにより、高度なマネジ

メント能力及び社会的課題の解決に貢献しうる能力を備えた人材の育成を目的とする。 

【人間学部の目的】 

人間学部は、人間が創り出した文化と人間の原点である教育を柱とする人間の理解に関する教育研究

を通じて、人間存在や人間特性と多様な価値観の理解のもとに、人間支援や地域支援の観点から共生

社会を支える人材を広く社会に輩出することで、地域社会の発展と向上に貢献することを目的として

いる。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：大学ホームページ、学生便覧） 

（概要） 
各学部学科所定の単位を修得し、以下の能力を身につけた者に学士の学位を授与している。 

(1) 幅広く豊かな教養を身につけている。 

(2) 学んだ専門分野の基本的な知識を身につけている。 

(3) 学問の体系性や方法論を理解している。 

(4) 情報を収集し、自分の考えをさまざまな方法で的確に伝えることができる。 

(5) 課題に対して 問題点を抽出し、学んだ専門分野の手法を用いて考察し判断できる。 

(6) 学んだ知識・技術をもって地域社会や職場の諸課題に積極的に取り組むことができる。 

(7) 生涯にわたって学ぶことができる。 

(8) 他者の意見を理解し、社会の中で柔軟に協調した対応ができる。 

(9) 自らを律し、自発的主体的に行動できる。 

(10) 生涯にわたる健康づくりの大切さを理解している。 

この他、各学科で卒業認定・学位授与の方針を設けている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：大学ホームページ、学生便覧） 

（概要） 
学位授与方針に基づき、以下の方針で教育課程を編成・実施している。 

(1) 教育課程は、基本教育科目と専門教育科目から構成する。 

(2) 基本教育科目は、幅広い教養および総合的な判断力を養い、豊かな人間性を涵養することを目的

に、スキル養成科目、社会性養成科目、教養力養成科目を開設する。 

(3) 専門教育科目は、各学部各学科に関わる高度な専門の知識・技能（スキル)ならびに技術（スキ

ルの体系）を身に付け、実社会で活躍するための能力の修得を目的としている。 

(4) 地域に根ざし、他者との協働を重視した実践的な教育を、少人数を基本に実施することによっ

て、知識・技能ならびに技術の定着を図る。 

(5) 評価は、知識・理解のみならず、思考・判断や関心・意欲なども加味して多面的に行うことで、

主体的な学習を促す。 

この他、各学部・学科で教育課程編成・実施の方針を設けている。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：大学ホームページ、学生便覧） 

（概要） 
以下の方針に基づいて学生を受け入れている。 

(1) 本学での修学に必要な基礎学力を有している。 

(2) 自分の考えを明確な言葉で表現できる。 

(3) 物事を複数の視点から考察し、自分の考えをまとめることができる。 

(4) 社会の諸問題に関心を持ち、大学における勉学を通じて、それを探求したいと考えている。 

(5) 自主的に学び行動する意志を持っている。 

(6) 他者の意見を尊重できる。 

(7) 健康な心身を求める意志がある。 



 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページ（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/） 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

理工学部 － 29 人 6人 1人 3 人 1人 40 人

経営学部 － 13 人 4人 0人 1 人 1人 19 人

人間学部 － 21 人 4人 0人 3 人 0人 28 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

1 人 87 人 88 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：教員データベースシステム

（https://reach.acc.senshu-u.ac.jp/Nornir/search2.do） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学では FD 委員会を設置し、学生による主体的な学びを実現するために、学生の学修状況を

把握し、より一層の対話型の授業改善に努めると同時に、「教え」から「学び」へと教員の意

識転換を促す教員セミナーを実施している。 

授業評価の実施と改善に関して、「学生による授業評価アンケート」を年 2回実施している。

教員は、授業改善のための PDCA サイクルとして、授業評価を継続、その評価を基にした自己

省察「教員所見票」を作成・学内公開、学生へのフィードバックをし、授業改善による教育の

質的向上を推進している。 
 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

理工学部 170 人 135 人 79.4％ 680 人 501 人 73.7％

若干名 

2 人

経営学部 190 人 147 人 77.4％ 760 人 508 人 66.8％ 0 人

人間学部 80 人 76 人 95.0％ 320 人 257 人 80.3％ 1 人

合計 440 人 358 人 81.4％ 1,760 人 1,266 人 71.9％ 若干名 3 人

（備考） 

 

 

  



 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

理工学部 
118 人

（100％）

3人

（  2.5％）

105 人

（  89.0％）

10 人

（  8.5％）

経営学部 
92 人

（100％）

0人

（  0％）

84 人

（  91.3％）

8人

（  8.7％）

人間学部 
64 人

（100％）

1人

（  1.6％）

52 人

（  81.3％）

11 人

（  17.2％）

合計 
274 人

（100％）

4人

（  1.5％）

241 人

（  88.0％）

28 人

（  10.2％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（株）九電工,（株）TTK,（株）ユアテック,（株）鐘崎,（株）ヨークベニマル,みやぎ生活協

同組合,（株）サンドラッグ,（株）きらやか銀行,東北電力（株）,（株）星野リゾート,日本郵

便（株）,（株）日野ヒューテック,東北緑化環境保全（株）,（株）NTT 東日本－東北,日光市

役所,大崎広域行政事務組合（技術職）,（株）アマタケ,積水樹脂（株）,イオンリテール（株）,

（株）エービーシー・マート,（株）カワチ薬品,東武トップツアーズ（株）,（株）レッグス,

（株）日立ソリューションズ東日本,（株）リクルートライフスタイル,宮城県漁業協同組合,

いしのまき農業協同組合,（株）カナモト,登米市役所,大河原町役場,宮城県警察本部、石巻信

用金庫,石巻商工信用組合,（学）仙台育英学園,（株）法華倶楽部,（社福）北杜福祉会,（社

福）輝宝福祉会,石巻ひがし保育園,（社福）夢みの里,（株）ケヤキ福祉,（社福）恵泉会,（株）

日本保育サービス,（公財）石巻市芸術文化振興財団,石巻市役所（保育士・幼稚園教諭）,長

井市役所,戸沢村役場,大和町(保育士) ほか 
 

（備考） 

・学期末卒業者を含む。（未卒確定者は除く。） 

・就職しない者のその他の内訳は、次年度教員 3 名、次年度公務員 3 名、次年度大学院 1 名、

研究生 1 名、就労移行支援 1 名、資格取得 1名,フリーランス(不明)1名。 
 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

理工学部 
135 人

（100％）

107 人

（79.3％）

11 人

（8.1％）

17 人

（12.6％）

0 人

（  0％）

経営学部 
119 人

（100％）

87 人

（73.1％）

16 人

（13.4％）

16 人

（13.4％）

0 人

（  0％）

人間学部 
68 人

（100％）

62 人

（91.2％）

2人

（2.9％）

4人

（5.9％）

0 人

（  0％）

合計 
322 人

（100％）

256 人

（79.5％）

29 人

（9.0％）

37 人

（11.5％）

0 人

（  0％）

（備考） 

 

  



⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 
【再掲】 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき各学部･学科の授業科目を

編成し、当該年度に開講する授業科目については、教務委員会において計画策定を行っている。

年間の授業計画は、学事暦で定める実授業日数を踏まえ、年間の授業計画を立案し、学修時

間の確保している。 
 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること  
（概要） 

 
【再掲】 

卒業の認定方針は各学部・学科で定めている教育目的及び人材の養成を踏まえ、卒業認定・

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリ

シー）と入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）との関連性を持たせ策定を行って

いる。卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の公表については、学生便覧とホ

ームページ上で公表している。 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）で定めた学士力・資質・能力等は、教

育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）により授業科目との関連付け、履修系統

図・カリキュラムマップを作成し、学生に公表している。 

また、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）の確認については、学修成果の

評価の方針（アセスメント・ポリシー）に基づき、学生生活アンケートや卒業時アンケートを

実施して、内部質保証の観点から検証を行うこととしている。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

理工学部 

食環境学科 126 単位 有・無 49 単位

生物科学科 126 単位 有・無 49 単位

機械工学科 126 単位 有・無 49 単位

情報電子工学科 126 単位 有・無 49 単位

経営学部 経営学科 124 単位 有・無 49 単位

人間学部 
人間文化学科 124 単位 有・無 49 単位

人間教育学科 124 単位 有・無 49 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：大学ホームページ 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法：大学ホームページ、シラバス 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大学ホームページ（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/）、 

シラバス 

 

  



 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

理工学部 

食環境学科 968,000 円 230,000 円 383,000 円 

生物科学科 968,000 円 230,000 円 383,000 円 

機械工学科 968,000 円 230,000 円 383,000 円 

情報電子工学科 968,000 円 230,000 円 383,000 円 

経営学部 経営学科 673,000 円 230,000 円 273,000 円 

人間学部 
人間文化学科 700,000 円 230,000 円 343,000 円 

人間教育学科 710,000 円 230,000 円 363,000 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること  
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生を基本に据えた大学作りに向けて、すべての学生が学修に専念し安定した

学生生活を送ることができるよう、修学支援・生活支援・進路支援からなる「学生支援に関

する方針」にて、修学支援では次の事項を定めている。 

①教職員一体となって、修学に対する相談・指導及び補習・補充教育の実施に取り組む。 

②意欲ある学生に学ぶ機会を提供する。 

③休・退学者の状況を把握し、適切な対応策を講じる。 

これにより、本学では入学前教育、クラス担任制やゼミナール・研究室などの低学年から

継続した学修指導体制、オフィスアワー制度、学習支援室など、入学前から卒業まで小規模

大学だからこそ可能なきめ細かい少人数教育と学生サポートを行っている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生を基本に据えた大学作りに向けて、すべての学生が学修に専念し安定した

学生生活を送ることができるよう、修学支援・生活支援・進路支援からなる「学生支援に関

する方針」にて、進路支援では次の事項を定めている。 

①進路支援室において就職に関する相談や指導、進路ガイダンスの企画・運営を行う。 

②就職資料室を設け、就職活動時に参考となる資料を閲覧できるようにする。 

③学生の進路状況の把握や就職に関し、各教員に対し情報の提供・収集を行う。 

④社会で必要となる基礎的・汎用的能力を育成するとともに、職業観・勤労観を醸成し、

生涯を通した持続的な就業力が身につくように支援する。 

これにより、ゼミナールや研究室の指導教員による指導・助言や進路支援担当職員が対応

する時間無制限の個別相談、毎週開催する就職活動に必要な知識・スキルを学ぶ進路ガイダ

ンスなどをとおして学生が希望する進路をかなえられるようサポートを行っている。また、

学内で定期的に企業説明会を開催しているほか、毎年３月に本学学生のみを対象とした合同

企業説明会を開催している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生を基本に据えた大学作りに向けて、すべての学生が学修に専念し安定した

学生生活を送ることができるよう、修学支援・生活支援・進路支援からなる「学生支援に関

する方針」にて、生活支援では次の事項を定めている。 

①学生一人ひとりの人間的成長と自立を促すため、課外活動の支援と正課外プログラムの

充実を図る。 

②相談による支援を充実させるとともに、ハラスメントについては学生の人権尊重を基本



に、相談機能を強化し、防止に向けた啓発活動を継続的に実施する。 

③安全・安心で安定した学生生活の確保に向けて、事件、事故、災害等に遭わないための

指導や対策を講じるとともに、家計急変や社会環境の変化等に応じた経済的な支援の充実に

努める。 

これにより、学生生活や健康、友人関係などの悩みを相談できる場所として「保健室」

「学生相談室」を設置し、学生のさまざまな相談に対応している。 

また「キャンパス・ハラスメント相談室」を設けキャンパス・ハラスメントの防止に努める

とともに、発生したキャンパス・ハラスメントに対して可及的速やかにキャンパス・ハラス

メントによって乱された秩序を回復し、学生及び教職員にとって快適に学び、研究し、また

は働く環境を確保できるよう努めている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページ 

（https://www.senshu-u.ac.jp/ishinomaki/about/disclosure/） 

 

 


